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たかすの日之影町立高巣野小学校 学校だよりＮＯ，８

全校朝会では、まず校長から『いろんな行事を乗 １２日（木）は、地域の方の畑を借りて育ててき
り越えるためには「自立・貢献」を意識することが た「さつまいも」の収穫日でした。これまで、本校
大事』という話をしました。養護教諭からは、月目 の環境整備員さんがしっかり見守りをしてください
標である「目を大切にしよう」について話があり、 ました。イノシシに荒らされないように柵を作った
保健委員会の児童によるプレゼンテーションもあり り、害虫の駆除もしてくださりました。ありがとう
ました。目の大切さが分かる発表でした。 ございました。

４日（水）の５校時は、不審者対応避難訓練でし
た。不審者役は高千穂警察署員の方。図書スペース
を刃物（偽物）を持ってうろついているところを職 １２日（木）、５・６年生は脱穀の体験をしまし
員に取り押さえられました。児童は、教室から非常 た。２週間前に稲刈りをしましたが、稲を乾かすた
階段から避難しました。その後、多目的ホールで、 め天日干しをしてきました。今日がいよいよ脱穀作
不審者に会ったときの対応について話をしていただ 業です。地域の方の説明をしっかり聞いて、作業を
きました。 始めて行きました。お米ができるまで、色々な工程

があることがわかりました。
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【１１月】 【１２月】

１日（水） 避難訓練(火災） １日（金） 持久走大会、参観日、懇談
８日～10日 修学旅行（6年生）3校合同 学校保健委員会
９日（木） 秋の遠足（１～５年） ６日（水） 学校運営協議会

１７日（金） 学校支援訪問 １３日（水） 日之影小との合同学習（１～２年）
２２日（水） 第3回町教職員研修会 ２２日（金） 終業式
２９日（水） みやざき学力調査（4年）

文責；校長（三浦哲至）
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